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　ニュートンが，木からリンゴの落ちるのを見て，万有引力の法則を発見したという話
は有名です。このことは，身のまわりの誰も気にしない事柄に，「おや？」と思ってそ
の疑問の解決に向かっていった先に，世紀の大発見があったことを物語っています。
　このようなことは，ニュートンに限ったことではありません。19世紀から20世紀に
かけて，多くの自然科学の原理が発見され，科学万能の時代を迎えました。それを担っ
てきた多くの科学者の伝記には，何事にも好奇心を持って探求する目を輝かせた幼少時
代があります。それが大事なことと思います。
　小中高校の好奇心の固まりの生徒の皆さん方がいだいた疑問を，好奇心の固まりの大
学の先生と共に解決しましょう。そうした皆さんが育っていくと，将来青森県から多く
の科学者が育ってゆき，ノーベル賞も夢ではなくなります。

弘前大学長　遠　藤　正　彦　

　青森県内の小中高校生の皆さんが日常生活の中で抱いている素朴な疑問，興味，夢，
アイデア，勉強したいこと等々，個々のテーマについて，弘前大学の研究室で教員と一
緒に実験をしたり，メールを交換したりして課題を解決しようとする“科学者発見プロ
ジェクト”のテーマ募集に対し，合計134件もの応募がありました。この数はわれわれ
の予想をはるかに超えるもので，その内容も多伎に渡っており，昨今話題にされている
「若者の理科離れ，学習嫌い」の心配を払拭するのに十分なものでした。最終的に共同
研究体験が実施されたのは15テーマで，本小冊子はその体験をまとめたものです。体
験を通して学んだことが，生徒さんたちの将来にとり少しでも役に立つことを願ってお
ります。最後に本事業の趣旨にご賛同下さり，ご協力下さいました保護者の方々，学校
の諸先生，そして本学教職員に感謝申し上げます。

弘前大学理事（研究・産学連携担当）

　加　藤　陽　治　

ごあいさつ
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《表彰式》

　平成20年10月26日に弘前大学総合教育棟２階
大会議室において，「科学者発見プロジェクト
テーマ賞」表彰式を開催しました。表彰式では，
受賞した17テーマのうち，出席した８テーマの
団体，個人の子供たちの他，学校関係者及び保
護者等を中心に関係者を含めて約65名が参加し
ました。遠藤正彦弘前大学長の挨拶，加藤陽治
弘前大学理事の講評の後，受賞者を代表して，
平川市立柏木小学校第２学年のみなさんから受
賞のお礼がありました。

弘前大学長　遠藤学長のお祝いのことば

弘前大学理事　加藤研究・
産学連携担当理事の講評

学長を囲んで記念撮影

平川市立　柏木小学校２年生の皆さんのお礼のことば

「科学者発見プロジェクトテーマ賞」表彰
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《「科学者発見プロジェクト」共同研究テーマ一覧》
　「科学者発見プロジェクトテーマ賞」に選ばれた17件の研究テーマのうち，以下15件が共同研究
の体験事業を実施しました。それぞれの様子は，次頁以降をごらん下さい。

「科学者発見プロジェクト」共同研究体験紹介

3

サッカーボールを遠くに飛ばす秘密を知りたい。
ボールが曲がる秘密も知りたい。 共同研究受入教員：教育学部

　　　　　　　　　教授　麓　信義
工藤　勇翔さん・毛内　尉雄さん　（弘前市立豊田小学校）

テーマ

10頁

使った後の水のよごれ度。 共同研究受入教員：教育学部
　　　　　　　　　講師　森崎真奈美

佐藤　友紀さん　（青森市立北中学校）

テーマ

16頁

みかんの皮にはどんな成分が含まれているのか？ 共同研究受入教員：農学生命科学部
　　　　　　　　　教授　 石黒誠一

木浪　隆誠さん　（青森市立北中学校）

テーマ

22頁

なぜＯ型は蚊に刺されやすいのか？ 共同研究受入教員：医学研究科
　　　　　　　　　准教授　柿崎育子

齋藤　圭悟さん　（青森市立北中学校）

テーマ

28頁

二足歩行ロボットの仕組みを知って
除雪ロボットを作ってみたい。 共同研究受入教員：理工学研究科

　　　　　　　　　准教授　佐川貢一
中野　晴康さん　（弘前大学教育学部附属小学校）

テーマ

6頁

りんごを盗難から守る。 共同研究受入教員：理工学研究科
　　　　　　　　　教授　深瀬政秋

水戸　早季さん・鳴海　　茜さん・水戸　由季さん　（弘前学院聖愛中学校）

テーマ

12頁

土の性質のちがい。 共同研究受入教員：農学生命科学部
　　　　　　　　　教授   佐々木長市

堀　みなみさん　（青森市立北中学校）

テーマ

18頁

テニスのドライブ。 共同研究受入教員：教育学部
　　　　　　　　　教授　大島義晴

テーマ

工藤　由貴さん　（青森市立北中学校）
24頁

納豆のおいしさの限界。 共同研究受入教員：教育学部
　　　　　　　　　教授  加藤陽治

大屋　勝正さん　（青森県立三沢高等学校）

テーマ

30頁

なぜ食べ物を食べると眠くなるのか？ 共同研究受入教員：医学研究科
　　　　　　　　　教授　伊東　健

盛田　宏紀さん　（七戸町立城南小学校）

テーマ

8頁

視覚障害者が晴眼者と同様に文学を楽しむ機械の開発。 共同研究受入教員：教育学部
　附属教育実践総合センター教授　小山智史

澤田　美咲さん・澁谷　　茜さん・鈴木　優菜さん　（弘前学院聖愛中学校）

テーマ

14頁

洗剤が汚れを落とす秘密。 共同研究受入教員：理工学研究科
　　　　　　　　　助教   鷺坂将伸

西野　菜純さん　（青森市立北中学校）

テーマ

20頁

メダカは、どのくらいの塩分濃度に耐えられるか？ 共同研究受入教員：農学生命科学部
　　　　　　　　　准教授   東　信行

八木橋素良さん　（青森市立北中学校）

テーマ

26頁

農業による水素生産及び燃料電池への利用 共同研究受入教員：農学生命科学部
　　　　　　　　　准教授　園木和典

「課題研究」生物工学専攻班のみなさん　（青森県立名久井農業高等学校）

テーマ

32頁

柏木小学校のシンボルマーク”どんぐり”の
すごさを知りたい。 共同研究受入教員：農学生命科学部　教授　佐野輝男，

　　　　　　　　　弘前大学名誉教授　原田幸雄
テーマ

4頁
第２学年のみなさん　（平川市立柏木小学校）
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テーマ

柏木小学校のシンボルマーク“どんぐり”のすごさを知りたい。

申込書

応募者

平川市立柏木小学校　第２学年
須藤　　毅・藤田　晃輔・木村　有杜・工藤龍之介
成田　優飛・細井　七槻・赤平　昌太・栗林　甲斐
木村　耕也・水口　元稀・佐藤　主理・田村　涼皓
大輪　優麻・佐藤　　凜・木村　瑞希・赤平こころ
後藤　舞衣・柏崎　未侑・赤平　妃華・佐藤　亜美
中川　　快・佐藤　愛唯・塩谷　彩加・尾崎　瀬奈
芳賀　風環

農学生命科学部　教授　佐野輝男

弘前大学名誉教授　原田幸雄　

アシスタント
　小野寺惇さん（農学生命科学部４年）
　二瓶亜美さん（大学院農学生命科学研究科修士課程１年）

共同研究（受入）教員

※「申し込み書欄」と「子どもたちからの感想文欄」は実際に応募していただいたものを
そのまま使わせていただきました。《共同研究体験の様子１》
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子どもたちからの感想文
原田先生へインタビュー
垢共同研究をはじめてみて，どうですか？
交子供達が真剣に取り組んでいて，私も勉強になる。
　２人の院生から子供との接し方や授業の進め方等を学ん
でいるが，正しいことを優しく教えるのは難しい。

引率の佐藤先生へインタビュー
垢共同研究をはじめてみて，どうですか？
交生徒が触ったこともない実験道具でイキイキして実験し
ている姿に感動している。

松田照江校長へインタビュー
垢共同研究をはじめてみて，どうですか？
交弘前大学が一層身近に感じられるようになった。
　将来弘前大学へ進みたいという子どももいる。

生徒へインタビュー
垢共同研究をはじめてみて，どうですか？
交•今まで知らないビーカーとかを使えて楽しい。
　•原田先生や小野寺お兄ちゃん，二瓶お姉さんが優しい。
　•どんぐりの中にいた虫をお父さんとお母さんに教えたい。

◆ 共同研究中，取材におじゃましました ◆

　授業レポートはそれぞれの班の代表と思われる5名の連名で2枚にまとめてあった。授業で行なった実験・実習か
ら学んだ内容が書かれている。これを読むと，教室での実物教育がこども達の興味をかきたてたものと思われる。教
科書での学習とも，野外での学習とも違う新鮮味があったのかもしれない。それぞれの場面での学習が相互に補完し
あうことが大事であろう。「せいかつ」の授業の主旨がそのようなところにあるとすれば，少しお手伝いできたのか
なと，嬉しく感じた。なお，個々の生徒のレポートには一層個性が現れて面白いだろうと想像する。個性の芽を見つ
けそれを育てることもこのような学習の大きな目標となる。

原田先生からメッセージ（共同研究受入教員コメント）

▲ビーカーに水を入れている子どもたちと
　指導するアシスタントの小野寺さん

▲どんぐりの仕分けをする子どもたちと優しく見守る原田先生

▲どんぐりの木の下で全員集合

子どもたちから原田先生に
寄せられた観察ノート

◆ 共同研究の体験を終えて ◆
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申込書

テーマ

二足歩行ロボットの仕組みを知って除雪ロボットを作ってみたい。

応募者

中野　晴康 さん
（弘前大学教育学部附属小学校　6年生）

理工学研究科
　　　准教授　佐川貢一

アシスタント 田中秀幸さん（理工学部４年）

共同研究（受入）教員

《共同研究体験の様子２》

▲

共同体験の行われた佐川研究室のある理工学部校舎
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　今回のテーマである2足歩行ロボットで除雪をするロボットの開発は，短い時間の中でとてもうまくいったと感心
しています。お疲れ様でした。
　ロボットを動かすためには，モータや腕やセンサやマイコンなどのハードウェアと，マイコンに命令を与えるソフ
トウェアの両方が必要です。ハードウェアは人間で言えば骨や筋肉や皮膚であり，ソフトウェアは脳に相当します。
簡単なロボットであれば，ソフトウェアはあまり大事ではありません。しかし，複雑な動作をするようなロボットで
は，ハードウェアとソフトウェアの両方の機能を上手に使うことが重要になります。今回のテーマである2足歩行ロ
ボットの場合には，歩かせるために重心移動がとても大切でした。そのため，重心を移動させるようにプログラムを
作り，何とか除雪作業を行うように歩かせることができました。しかし，途中で転ぶことがよくあります。それは，
ロボットの重心がずれていないかとか，床面は滑るのかというようなことを調べていないためです。人間はこのよう
なことを一瞬で感じ，判断しているため，転びません。人間と同じような動きをさせるためには，人間がどんなこと
を感じ，どのように動いているのかをよく調べることが大切です。そして，その動きを実現するためにはどうすれば
いいのかを勉強する必要があります。
　2足歩行ロボットに関する研究は，大学や企業でも真剣に行われているテーマです。
　将来，人間以上に優れたロボットを開発してくれるよう，期待しています。

佐川先生からメッセージ（共同研究受入教員コメント）

佐川先生へインタビュー
垢共同研究をはじめてみて，どうですか？
交子供さんと共同研究することは，良い刺激になり，負担
ではない。

中野さんへインタビュー
垢共同研究を体験してみて，どうですか？
交佐川先生との共同研究は楽しい。ロボットが作れて嬉し
い。早く雪かきをさせてみたい。

子どもたちからの感想文
◆ 共同研究中，取材におじゃましました ◆◆ 共同研究の体験を終えて ◆

▲ロボットのパーツを佐川先生，アシスタン
トの田中さんと一緒に! !

▲完成したよ“除雪ロボットセロ”
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テーマ

なぜ食べ物を食べると眠くなるのか？

申込書

応募者

盛田　宏紀 さん
　（七戸町立城南小学校　５年生）

医学研究科
　　　教授　伊東　健
協力
　　　教授　鬼島　宏
　　　助教　松岡貴志（写真の掲載はありません）
　　準教授　山田勝也

共同研究（受入）教員

《共同研究体験の様子３》
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伊東先生へインタビュー
垢共同研究をはじめてみて，どうですか？
交研究テーマに対して，実験的にアプローチしていくのが
難しいが，一緒に実験していきたい。

　大学生向けの参考書を使って指導している。

盛田さんへインタビュー
垢共同研究を体験してみて，どうですか？
交医者を目指しているので，脳波とかを学んだり，色んな
機械が分かっていければ将来につながり，楽しみにして
いる。

垢どのように研究していますか？
交毎食，食べた物を記録して，どの食べ物が眠くなるかを
観察している。肉やラーメン（暖かいもの）を食べると
眠くなりやすいようです。

　盛田宏紀君の応募の文章を読んでとても小学５年生とは思えないのにまずびっくりしたのですが，実際会ってみて
もとても優秀なのにびっくりしました。とても明るく，礼儀正しく研究を行っていただき，とても感謝しています。
私もとても楽しかったです。また，研究テーマはとても難しいテーマだったのですが，インターネットで調べたりし
て自発的によく勉強してくれたと思います。こちらは必ずしも準備がよくなかったのですが，それでも病院を見学し
たりして体験したことが，宏紀君にとって少しでも刺激になり，お会いできた先生がこうき君の目標になるようなこ
とがあれば私もとても幸せです。医師を目指しているということだったので，何年か後に講師と学生という立場でお
互い成長した姿を見せ合えたら，なんて素晴らしいのだろうと思いました。目標を失わず，将来の日本をしょって立
つ人になることを期待しています。

伊東先生からメッセージ（共同研究受入教員コメント）

子どもたちからの感想文
◆ 共同研究中，取材におじゃましました ◆◆ 共同研究の体験を終えて ◆

▲脳のメカニズムの
説明をする伊東先
生と熱心に聞き入
る盛田くん

▲

測定機械の中は？

▲なにか見えたかな？　鬼島先生と一緒に! !
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テーマ

サッカーボールを遠くに飛ばす秘密を知りたい。ボールが曲がる秘密も知りたい。

申込書

応募者

工藤　勇翔 さん
毛内　尉雄 さん
　（弘前市立豊田小学校　４年生）

教育学部
　　　教授　麓　信義

共同研究（受入）教員

《共同研究体験の様子４》

▲共同研究の体験が行われた弘前大学第二体育館　

申込書
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麓先生へインタビュー
垢共同研究の内容を教えて下さい。
交実際にボールを蹴らせ，その映像を解析し，ボールが遠
くに飛ぶ仕組みを考えた。

生徒へインタビュー
垢共同研究を体験してみて，どうですか？
交先生が恐いかなと思ってどきどきしたが，優しいし，楽
しかった。シュートもうまくできるようになった。学校
でも練習してもっとうまくなりたい。

保護者の方へインタビューどもたちへインタビュー
垢共同研究を体験してみて，どうですか？
交子供が大学に来るのを楽しみにしていた。
　専門的で分かりづらいと思っていたが，丁寧に教えてい
ただいた。

　文化祭ぐらいしか大学に来ることがなかったが，実際に
大学の先生に教えてもらい， 思いがけず良い思い出と
なった。

　今回お見せしたビデオは，中学生に説明するために作った映像を改良したものです。スローモーションの映像で，
理論が分かってくれたようですね。本当はすごく難しい理論なんだけど，分かってくれてうれしかったです。分かる
と言ってもイメージとして何となく分かったのだと思いますが，もう少し大きくなって理科の知識が増えれば，もっ
と詳しく理解できると思います。
　ボールを吊した器械は，ペンデルという名前の練習器で，ヘディングやボレーキックの練習に使われます。これは，
教育学部が文部科学省に申請して認められた「青森県における小・中・高等学校を対象とした教育力向上プロジェク
ト」という最新の機器を使った教育活動のお金で買ったものです。プレゼントしたＣＤにある先生のキックと比較し
た二重写し映像のビデオファイルもこのお金で買ったソフトで作りました。
　ところで，キックは，強く蹴るだけでなく，水平に蹴ることも大切です。そうでないと，シュートがゴールの上に
飛んでしまいます。強く蹴ることが分かったら，低く蹴ることも考えて下さい。今回記念にプレゼントしたCD映像
と解説をよく見て考えながら練習すれば，必ず上達すると思います。
　勉強でもサッカーの練習でも，今回応募した時のような「どうすればいいのか」という気持ちを忘れずに，いつも
疑問を持ちながら，努力して下さい。なかなか上達しない時期もあるでしょうが，疑問を持ち続けて努力すれば，必
ず成功するでしょう。

子どもたちからの感想文
◆ 共同研究中，取材におじゃましました ◆

麓先生からメッセージ（共同研究受入教員コメント）

◆ 共同研究の体験を終えて ◆

▲だんだんうまくなってきたよ　工藤くん，毛内くん
　秘密解明出来たかな？

▲ボールを実際に蹴ってみよう! !
　体を使い指導する麓先生
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テーマ

りんごを盗難から守る。

申込書

応募者

水戸　早季 さん
鳴海　　茜 さん
水戸　由季 さん
 （弘前学院聖愛中学校　３年生）

理工学研究科
　　　教授　深瀬政秋

アシスタント　
　横山温子さん
 （大学院理工学研究科博士前期１年）

共同研究（受入）教員

《共同研究体験の様子５》
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引率の小野寺先生へインタビュー
垢共同研究をはじめてみてどうですか？
交非常にいい企画だと思う。大学を身近に感じた。
　机上での講義とかディスカッションぐらいと思っていた
が，予想外の発展に喜んでいる。大学に親しみがわいた。
また応募したい。

生徒へインタビュー
垢共同研究を体験してみて，どうですか？
交ＩＣチップの技術がすごいと思った。出展会で学んだこ
とをまとめていきたい。

 組み込み系の標準開発プロセスのエッセンスの修得，ICタグの市場調査実施，リンゴ畑のセキュリティ対策への
可能性の検討，今後の課題のとりまとめに関して完結に記載した価値ある感想文である。

子どもたちからの感想文
◆ 共同研究中，取材におじゃましました ◆

深瀬先生からメッセージ（共同研究受入教員コメント）

◆ 共同研究の体験を終えて ◆

▲共同研究体験の一貫として見学学習
　（トロンショー2009：東京ミッドタウンにて）

▲総務省職員の話は興味深い
　（アシスタントの横山さんと一緒に）

▲共同研究について説明する深瀬先生と熱心に聞き入る子どもたち

★成果報告書を別途ホームページで掲載
　（弘大ホームページでご覧下さい）

▲未来科学館（東京お台場にて）
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テーマ

視覚障害者が晴眼者と同様に文学を楽しむ機械の開発。

申込書

応募者

澤田　美咲 さん
澁谷　　茜 さん
鈴木　優菜 さん
 （弘前学院聖愛中学校　３年生）

教育学部 附属教育実践総合センター
   教授　小山智史

共同研究（受入）教員

テーマ

《共同研究体験の様子６》
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小山先生へインタビュー
垢共同研究をはじめてみて，どうですか？
交•生徒さん方はいい体験が出来るいい機会だと思う。
　•生徒が希望する研究内容にマッチングできるか不安も

あり，短い期間の中で研究として形を整えるのが難し
かった。

　今回研究に取り組まれた3名の生徒さんが応募されたテーマは，実に的を射たものだと思います。視覚障害者の
方々もそのようなものを切望されているのですが，今日の技術は残念ながらそこに追いついていません。それは，普
段私達が何気なくやっていることを機械にやらせるのがいかに難しいかということの裏返しでもあります。
　青森県立盲学校と青森県視覚障害者情報センターを見学させていただき，視覚障害者が音声パソコンと読み取り機
器を使って実際に本を読む様子を間近に見ることができました。また，その後，音声パソコンと読み取り機器をお貸
しし，身近にあるさまざまな本を「音で」読んでみてもらいました。このことを通して，どのようなところに難しさ
があるのか，その一端を実感できたのではないかと思います。
　この難しさをひとつひとつ克服することが研究に他なりません。また，そのような先人の工夫の積み重ねによって，
「視覚障害者が独力で本を読む」という，かつては夢物語であったことが不十分ながらも実現しているのです。
　今回の体験が，いつか思いもかけないところで花開くことを願っています。

子どもたちからの感想文
◆ 共同研究中，取材におじゃましました ◆

小山先生からメッセージ（共同研究受入教員コメント）

◆ 共同研究の体験を終えて ◆

▲

▲

システムの説明を聞き入る子どもたち

▲青森県立盲学校と視覚障害者情報センターへ見学

★成果報告書を別途ホームページで掲載
　（弘大ホームページでご覧下さい）
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テーマ

使った後の水のよごれ度。

申込書

応募者

佐藤　友紀 さん
 （青森市立北中学校　１年生）

教育学部
　　　　講師　森崎真奈美

協力　　教授　日景弥生

アシスタント　寺館秀美さん
　　　　　　　　（教育学部３年）　

共同研究（受入）教員

《共同研究体験の様子７》
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森崎先生へインタビュー
垢共同研究をはじめてみて，どうですか？
交対象が中学生なので，計画的に進めることや共同研究と
しての進め方が難しい。

佐藤さんへインタビュー
垢共同研究に採択されてどうですか？
交滅多にないことなので嬉しかった。
垢なぜこのテーマか？
交学校の近くの川が汚れているから，何とかしようと思っ
た。

垢共同研究を体験してどうですか？
交•先生に会う前に，うまくできるか不安だった。
　•大学の中ってどんなところか見てみたかった。

　私の専門分野では，日常の生活の中からたくさんの疑問を見つけ，それを追及していくことが必要です。そのため，
今回の研究で友紀さんが日常生活の視点から研究課題を発見されたことはとても素晴しいことだと思います。日常生
活は，知らず知らずの内に様々な工夫がなされています。また，いつも何も考えずに使用しているものの中にも，最
新の科学技術を用いて作られた道具がたくさんあります。これからも日常生活の疑問や，さらによりよく生活する方
法を見出し続けて下さい。
　今回の研究では生活排水をとりあげ，生活活動で使用した後に排出される水がどのくらい汚れているか，その程度
を測定しました。さらに，汚れを吸い付ける（吸着する）作用があるために浄水器に使われている活性炭に注目しま
した。そして，排水の化学的酸素要求量（COD）という汚れの数値を減少させる方法について考え，実験を試みまし
た。生活排水に含まれる汚れ（米のとぎ汁や洗濯排液，オレンジジュースや牛乳，ミートソースなど）の種類によっ
てCOD値は異なります。日常で排出する濃度を想定して，水で薄めた溶液のCODを測定しても，全ての汚れで高
い値を示しました。そこで，排液中の汚れを低下させるために，活性炭に吸着させた場合，汚れの指標であるCOD
値は，なにも処理していない水の1/2 - 1/4に減少し，さらに，油分などの汚れも減少していました。
　これらのように日常生活ではたくさんの汚れが排出されています。しかし，その汚れは今回の実験のように，簡単
な処理で減らすことができます。自分では環境に影響を与えないと思うほど小さな行為だったとしても，一人一人の
意識を高めることにより，生活が環境に与える影響は大きく変わっていきます。今回の研究の結果が，友紀さんの日
常生活を見直し，環境についてもう一度考える機会になることを願っています。

子どもたちからの感想文
◆ 共同研究中，取材におじゃましました ◆

森崎先生からメッセージ（共同研究受入教員コメント）

◆ 共同研究の体験を終えて ◆
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▲ 指導の森崎先生
（右）とアシスタ
ントの寺館さんと
一緒に。

▲いろんな水のよごれを実験したよ！▲

※感想文をそのまま掲載する予定でしたが，編集の都合上
原文そのままで文字を打ち直しました。ご了承下さい。

▲実際の感想文
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テーマ

土の性質のちがい。

申込書

応募者

堀　みなみ さん
　（青森市立北中学校　１年生）

農学生命科学部
　　　教授   佐々木長市

共同研究（受入）教員

《共同研究体験の様子８》
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佐々木先生へインタビュー
垢共同研究の内容を教えて下さい。
交研究室にある岩石・土(世界の土・昔の土)のサンプル
を見せて説明した。

堀さんへインタビュー
垢共同研究を体験してみて，どうですか？
交器具にびっくりした。楽しかった。土の重さを量ったり
した。

　土は身近にあって触りやすいので，このテーマを選んだ。
　佐々木先生が楽しかった。研究室には土がたくさんあっ
た。

　身近で，あまり関心をもたれないが，大切な役割をしている土について鋭い観察力で疑問を持ち，調査実験をした
ことには大変感心しております。大学訪問時にも熱心に話を聞き，多くの新しい知識を習得したことが感想文より理
解でき，将来の科学者の卵の確かな手ごたえを感じました。 

子どもたちからの感想文
◆ 共同研究中，取材におじゃましました ◆

佐々木先生からメッセージ（共同研究受入教員コメント）

◆ 共同研究の体験を終えて ◆

▲▲土のサンプルがたくさん。佐々木先生の気さくで
楽しいお話に時間もあっという間! !

▲はじめは緊張気味のみなみさん



20

テーマ

洗剤が汚れを落とす秘密。

申込書

応募者

西野　菜純 さん
　　（青森市立北中学校　１年生）

理工学研究科
　　　助教   鷺坂将伸

アシスタント
　　　鷺坂研究室学生のみなさん

共同研究（受入）教員

《共同研究体験の様子９》
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鷺坂先生へインタビュー
垢共同研究をはじめてみて，どうですか？
交小・中・高生に来学してもらえるきっかけ作りであり，
良い企画だと思う。

　もっと共同研究を実施する人数が増えても良い。

西野さんへインタビュー
垢共同研究に採択されてどうですか？
交多くの中から選ばれてすごくうれしい。表彰式は緊張し
た。

垢なぜこのテーマか？
交手伝いで皿洗いをして，どうして落ちるか不思議に思っ
た。

垢共同研究を体験して，どうですか？
交洗剤の成分を聞いてみたかった。男の先生なので、近づ
きがたいと思ってドキドキしたが，先生は優しく，大学
生のお姉さんたちもいて楽しかった。

　研究者発見プロジェクトに参加してくれてありがとうございます。
　西野さんの研究“洗剤が汚れを落とす秘密”の申込書を最初に目にしたとき，中学校1年生とは思えないようなと
てもしっかりした内容で，ちゃんと洗剤について調べられていてとても感心しました。そして，西野さんには，「研究っ
ておもしろい」と感じてもらえるような研究にしたいと思い，冬休みではありましたが，いろんな実験の課題を出し
てしまいました。貴重な冬休みに課題なんて，嫌がられるだろうなと思いましたが，楽しそうな雰囲気で課題の実験
に取り組んでいる様子を写真で見て，ほっとすると同時に，とてもうれしかったです。
　さて，今回，研究を通してわかったように研究テーマの“洗剤”にもたくさんの“秘密”があり，それにより様々な
不思議な現象が現れることがわかりましたね。洗剤だけでなく，身の回りにある他のものでも，まだまだ不思議な現
象を現す材料はいっぱいあります。そして，それらには必ず“秘密”があります。そんな「不思議だな」，「変だな」と
思う現象には，「なぜだろう」と考え，その「秘密」を調べてみてください。そこから研究がスタートします。研究は，
必ずしも，博識な人にしかできないというものではあなく，決して踏み込みにくいものではありません。陸上部の西
野さんが，速く走るには，高く飛ぶにはどうしたらいいか四苦八苦するのも研究のひとつです。まだ，明らかにされ
ていないこともたくさんありますが，科学にはそれらに対する答えが必ずあります。これから授業が少しずつ難しく
なってきて大変だとは思いますが，それらはすべてこれからの研究の基礎となり，わからなかったことへの理解，新
しい発見に通じる道でもありますので，精一杯がんばってくださいね。
　今回は本当にご苦労様でした。

子どもたちからの感想文
◆ 共同研究中，取材におじゃましました ◆

鷺坂先生からメッセージ（共同研究受入教員コメント）

◆ 共同研究の体験を終えて ◆

▲鷺坂先生と大学生のお姉さんたちに
　囲まれて! !

▲初めはボードを
使って，中学生
でも理解出来る
ように丁寧に教
えて下さいまし
た。

▲「シャボン玉を研究する」の実験の様子
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テーマ

みかんの皮にはどんな成分が含まれているのか？

応募者

木浪　隆誠 さん
　（青森市立北中学校　２年生）

農学生命科学部
　　　教授　 石黒誠一

アシスタント
　三浦玲緒さん（大学院農学生命科学研究科修士課程１年）

共同研究（受入）教員

《共同研究体験の様子10》

▲共同研究（受入）教員の石黒先生の所属する農学生命科学部校舎　

申込書申込書
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石黒先生へインタビュー
垢共同研究をはじめて，どうですか？
交私自身も楽しく研究することができた。
　相手が中学生なので，わかりやすく説明するために考え，
新しい発見を見つけることができた。

木浪さんへインタビュー
垢共同研究を体験してみて，どうですか？
交一緒に実験して意外だったし面白かった。
　大学は建物が大きくてびっくりした。

　身の回りの普段経験していることでも，よく考えてみると不思議なことが沢山あります。木浪君は，ミカンの皮の
汁が目にしみることから，その汁には何が含まれているのだろうかと疑問に思いました。この疑問を持つことが，科
学者の第一歩だと思います。
　実際にやった実験は，ミカンの皮がどんな構造をしているのか顕微鏡で見たり，みかん，ナシ，リンゴ，ブドウな
どの果物を食べながら酸味を調べたりしましたが，手伝ってくれた大学院生の三浦君もブドウが一番酸味が強いので
驚いていました。できたら，お友達にもリトマス試験紙の使い方を教えてあげて，他の果物も調べてみてください。
この経験が良いきっかけになって，理科が好きになってくれるとうれしいです。

子どもたちからの感想文
◆ 共同研究中，取材におじゃましました ◆

石黒先生からメッセージ（共同研究受入教員コメント）

◆ 共同研究の体験を終えて ◆

▲

▲

実験室の案内をする石黒先生と聞き入る木浪くん，
引率の木村先生

▲石黒先生は，とっても優しく果物について
話してくれました。リトマス試験紙を使っ
てたくさん実験したよ! !
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テーマ

テニスのドライブ。

申込書

応募者

工藤　由貴 さん
　（青森市立北中学校　２年生）

教育学部
　　　教授　大島義晴

共同研究（受入）教員

《共同研究体験の様子11》
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　今回の研究は，応募者の工藤さんが，テニスのフラットサーブとドライブサーブで，ボールがネットのエッジやグ
ラウンドに当たった後の跳ね返りコースに違いがあることに疑問を抱き，その原因を探ることから始まった。
　研究では，まず，テニスボールの回転とその跳ね返りの様子を高速度カメラの映像から実験的に確認し，そこに内
在する力学的な法則について検討していった。
　工藤さんの疑問は，日頃クラブ活動で行っているテニスが発端となっているが，同様な運動現象は，卓球や野球，
バスケットボールなどでもよく見られるものである。今回，工藤さんは，ボールの跳ね返りの法則を理解することで，
問題解決の糸口をつかみ，また，この運動法則がいろいろなスポーツ種目の「技術」として応用されていることもわかっ
たと思う。
　さらに，本プロジェクト研究では，「ボールの回転」から論点を少し広げ，「回転運動」の全体的な性質を理解して
貰うために，身近な運動事例を対象に実験を行い，「角運動量保存の法則」や「流体力学の基礎」についても触れてみた。
（感想）
　今回の研究内容は，中学2年生の段階ではその多くが未習のものであり，当初，工藤さん自身も多少の戸惑いを感
じていたようである。しかし，実験自体は，理論の概要を視覚的，あるいは，感覚的に理解できるよう進めてきたの
で，今後彼女自身，科学的な見方，考え方に少しでも興味をもって貰えれば幸いである。

◆ 共同研究中，取材におじゃましました ◆

大島先生からメッセージ（共同研究受入教員コメント）

◆ 共同研究の体験を終えて ◆
子どもたちからの感想文

▲▲パソコンを使い，理論の説明をする大島先生と熱心
に聞き入る工藤さん

▲

大島先生自ら北中学校へ出張して共同研究を行いました。
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テーマ

メダカは、どのくらいの塩分濃度に耐えられるか？

申込書

応募者

八木橋素良 さん
　（青森市立北中学校　２年生）

農学生命科学部
　　　准教授   東　信行
アシスタント
　岡部昌子さん（大学院農学生命科学研究科修士課程１年）
　渡邉　俊さん（農学生命科学部４年）

共同研究（受入）教員

《共同研究体験の様子12》
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東先生へインタビュー
垢共同研究をはじめて，どうですか？
交•応募された研究テーマが，私自身が現在研究している

こととまったく同じだったので，共同研究もやりやす
かった。

　•共同研究する生徒が一人ではなく，複数でもよかった。
一方的に研究するのではなく，宿題を与えた。

八木橋さんへインタビュー
垢共同研究を体験してみて，どうですか？
交メダカが思ったより，寒さに強くて驚いた。

　まず，メダカの塩分耐性という，研究者が考えるようなテーマを提出されたことに驚きました。
実験計画も十分練られたもので，大学教員側からは具体的な進め方で若干のアドバイスをする程度でしたし，実際の
研究に取り組む態度も熱心で頼もしく感じられました。
　大学の研究室では時間が限られたため，長期実験は中学校で行なっていただきましたが，魚の飼育もしっかりやっ
てくれたようで，さらにおもしろい結果が得られました。
　これを機会に，さらに科学への興味を深めていただければ，うれしく思います。

◆ 共同研究中，取材におじゃましました ◆

東先生からメッセージ（共同研究受入教員コメント）

◆ 共同研究の体験を終えて ◆
子どもたちからの感想文

▲東先生と一緒に

▲アシスタントの岡部さん（左）と渡邉さん（右）と一緒に

▲メダカを観察する八木橋くん ▲協力してくれたメダカくん
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申込書

テーマ

なぜＯ型は蚊に刺されやすいのか？

応募者

齋藤　圭悟 さん
　（青森市立北中学校　２年生）

医学研究科
　　　准教授　柿崎育子

共同研究（受入）教員

《共同研究体験の様子13》

▲共同研究の体験が行われた柿崎研究室のある医学部校舎
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柿崎先生へインタビュー
垢共同研究をはじめてみて，どうですか？
交生徒のみなさんにとっては，新しいものに出会うチャン
スが多いほど，色々な選択肢が広がります。共同研究は
良い機会です。

齋藤さんへインタビュー
垢どうしてこのテーマを選びましたか？
交自分がO型で蚊に刺されるので，このテーマを選んだ。
先生に一緒に考えて欲しかった。

垢共同研究を体験してみて，どうですか？
交粉末状の食品添加物等を味見したり，血液の勉強をしま
した。

垢大学に来てみて，どうですか？
交医学部を見てみたかった。将来は医者を目指しているの
で，医者になるための参考になった。

　齋藤さん，科学者発見プロジェクトテーマ賞に選ばれて，おめでとうございます。すごいですね。そして，実験を
楽しんでいただいたこと，良い経験になったとの感想をいただき，うれしく思います。ありがとうございます。
　中学２年生の齋藤さんと，「なぜO型は蚊に刺されやすいのか」というテーマの共同研究をさせていただいていま
すが，私にとっても貴重な経験です。このテーマの答えを探るアプローチ（＝研究する方法）の一つとして，蚊がヒ
トを刺した後の血液の味の好みを想像しながらの実験は楽しいものでした。
　蚊がヒトを刺すかどうかには，蚊を誘導する体温や汗など，ヒト側の複数の要因があり，それらの条件をコントロー
ルして，血液型のみによる蚊の誘導能を比べる実験は難しいと思います。
　今回は，虫も味を識別できるという報告や，ABO式血液型は，赤血球の表面の物質が端にもつ糖の構造の違いに
よって分類される，ということなどを考えて実験を計画しました。血液型物質が，汗やだ液などに含まれる場合もあ
る，という報告もありましたし，一度吸ってみておいしい血なら，蚊もまた吸いたくなるかもしれない，と考えたか
らです。似ているようでも糖の微妙な構造の違いによって，味が全く違ったことは驚きでしたよね。
　齋藤さんの疑問の答えを見つける実験は，倫理上の問題以外にも，特に下記の点で難しいと思います。
　１）実際にヒトで実験する場合，性別や人種，蚊の種類など，複雑な要因が結果に影響する。
　２）誰がやっても何度やっても変わらない結論を得るには，実験の対象となるヒトの数や，実験の回数が多くなけ

ればならない。
　しかし，齋藤さんが考えたテーマは，まだ報告も少なく，はっきりとした結論が得られていない研究です。将来，
今回試したような「糖に着目した実験」も含めて，様々なアプローチにより，齋藤さんの手で「うまく調べられる方法」
を考え出し，齋藤さんの素朴な疑問を解決することができたら，素敵だと思います。蚊が媒介する病気もあるので，
これは重要な研究となるでしょう。
　あるいは，将来，全く別の研究をする機会があるかもしれません。そのときにも，弘前大学で一緒に実験したとき
のことを少し思い出していただけたら，うれしいです。また，研究に限らず，齋藤さんのように，自分の頭で考えな
がら勉強したり生活をしたりしていると，何か良いことを発見できるチャンスも多いでしょう。齋藤さんの無限の可
能性がとても楽しみです。実験しているときの齋藤さんの目はきらきらとしていました。これからも，そのきらきら
とした目で何かに興味をもってがんばってくださいね。私もこの良い経験を思い出してがんばります。

◆ 共同研究中，取材におじゃましました ◆

柿崎先生からメッセージ（共同研究受入教員コメント）

◆ 共同研究の体験を終えて ◆
子どもたちからの感想文

▲

▲

白衣を着て大学生気分，
　　柿崎先生と研究! !

専
用
ロ
ッ
カ
ー
，
白
衣
を
用
意
。

柿
崎
先
生
の
気
遣
い
に
感
謝
! !
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テーマ

納豆のおいしさの限界。

申込書

応募者

大屋　勝正 さん　他
　（青森県立三沢高等学校自然科学部
 　　１・２年生のみなさん）

教育学部
　　　教授  加藤陽治

アシスタント
　野呂　哲さん
 （大学院地域社会研究科博士後期課程３年）

共同研究（受入）教員

《共同研究体験の様子14》

▲共同研究の体験が行われた加藤研究室のある教育学部校舎

▲加藤先生（中央），アシスタント野呂さん，そして主役の納豆と一緒にパチリ! !
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加藤先生へインタビュー
垢共同研究をはじめてみて，どうですか？
交共同研究の成果を発表することは大事。ＨＰまたは本，
発表会等で発表してほしい。

　いつもと違う相手（高校生相手）に緊張した。
　大学生に講義するのと違って，かみ砕いて話すのに苦労
したが，身近なテーマなので，比較的理解しやすいと思う。

生徒へインタビュー
垢共同研究を体験してみて，どうですか？
交•高校ではできない実験ができた。知識も深くなり，有

意義に過ごせた。
　•いつもできない実験ができた。色々試行錯誤し，加藤
先生からのアドバイスで，新しい視点をもてた。納豆
の粘性を調べることについても，学校にある器具でも
実験ができることが分かり応用力がついた。

　•普通の高校生活では聞けない実験の過程が分かった。
実験には時間がかかることが分かった。

　•大学という特別な環境で実験できて良かった。加藤先
生や野呂さんからおもしろい話（カシスの話・実験の
話）を聞けた。

　大屋君をリーダーとする「納豆の美味しさの限界」研究プロジェクトチームは，雪の中三沢から弘前へ，一泊二日
の日程での実験を２回，さらには学校での実験に一生懸命取り組みました。大変お疲れ様でした。奮闘ぶりや思いが，
俳句・川柳に見事に表現されていますね。納豆嫌いの釜石先生（顧問）も一緒になって食味官能テストに加わって下
さいました。”納豆”での思い出作りが皆さんと一緒にできたことを心よりうれしく思っております。

◆ 共同研究中，取材におじゃましました ◆

加藤先生からメッセージ（共同研究受入教員コメント）

◆ 共同研究の体験を終えて ◆
子どもたちからの感想文

▲

納豆を一生懸命かきまぜる大屋さんたち。

▲どんな具合かな？　恐る恐る……。

▲共同研究の様子を学長視察

★成果報告書を別途，研究誌で掲載予定
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テーマ

農業による水素生産及び燃料電池への利用

申込書

応募者

「課題研究」生物工学専攻班のみなさん
　（青森県立名久井農業高等学校
 　　２・３年生）

農学生命科学部
　　　准教授　園木和典

アシスタント
　農学生命科学部園木研究室学生のみなさん

共同研究（受入）教員

《共同研究体験の様子15》
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　この度，名久井農業高等学校の皆さんと「農業による水素生産及び燃料電池への利用」という提案テーマをきっか
けに共同研究を始めることになりました。このテーマは「農業廃棄物を原料として水素を生産し，それを使った燃料
電池ができたら，農業県である青森県にとって有効ではないか？」といった現代の社会問題を密接に捉えた視点を持っ
ていると思います。また共同研究開始までに，植物に付着している微生物から水素が生産できるという基礎評価が行
れており，そのデータは興味深いものでした。
　水素だけではなく，再生可能なエネルギー，いわゆる環境に優しいエネルギーの生産は，実は農林業と密接に関連
しています。本共同研究が，農業・工業・林業など異なる業種に携わる人たちが協力して技術開発を行うこと必要が
あることを広くアピールできる礎となればと思いますし，水素発酵はその効率化がとても難しく，ハードルが高い技
術開発テーマですが，今後も農業廃棄物を活用した水素生産微生物・技術探索について微力ながら協力をさせていた
だきたいと思っています。

園木先生へインタビュー
垢共同研究をはじめてみて，どうですか？
交•子どもたちにとって貴重な体験となったと同時に自分
にとっても良い刺激になった。

　•研究期間が短いので，研究を継続したい。

生徒へインタビュー
垢研究室の印象について
交•園木先生がエネルギッシュ，熱意が伝わった。　
　•高校とは違って，専門的な機械があり，設備がすごい。
　•思っていたよりもすごくて，感動した。
　•研究の深さが違うと思った。
垢今回，弘前大学に来てみて，どうですか？
交学生の研究・勉強している姿が直に見ることが出来，実
感がわいた。

◆ 共同研究中，取材におじゃましました ◆

園木先生からメッセージ（共同研究受入教員コメント）

◆ 共同研究の体験を終えて ◆
子どもたちからの感想文
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。
園
木
教
授
の
講
義
の
後
は
、
大
学
内
の
実
験

室
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
器
具
の
規
模
や

実
験
の
内
容
な
ど
名
久
井
農
業
高
校
と
は
全
く
違

い
、
や
は
り
大
学
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
今
後
の
共
同
研
究
に
必
要
な
器
具
を
準

備
し
て
い
た
だ
き
、
植
物
体
に
限
ら
ず
多
く
の
サ
ン

プ
ル
か
ら
水
素
生
産
能
力
の
高
い
微
生
物
を
探
し
出

す
実
験
系
を
確
立
す
る
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

園
木
教
授
の
指
導
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、
立

派
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
に
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※感想文をそのまま掲載する予定でしたが，編集の都合上
原文そのままで文字を打ち直しました。ご了承下さい。

▲

園
木
先
生
の
説
明
に
熱
心
に
聞
き

入
る
生
徒

▲農学生命科学部校舎前で記念撮影（大学生と共に）

▲実際の感想文
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　表彰式や共同研究体験の様子が各報道機関に取り上げられ，新聞等で紹介されました。

東奥日報
　平成20年7月2日（水）掲載（26面） 

平成20年11月10日（月）　　週刊　文教ニュース

平成20年8月28日（木）（19面）
 陸奥新報社提供

平成20年10月28日（火）
 陸奥新報社提供

《共同研究体験の様子 (報道機関等記事より転載)》
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平成20年12月31日（水）　陸奥新報社提供

平成20年11月14日（金）　　文教速報

東奥こども新聞
平成21年1月29日（木）掲載

平成21年1月1日（木）　陸奥新報社提供
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　　　ハテナ？どうなるんだろう。
　　　やってみよう !!

　子供たちの「疑問・興味・関心事・探求心」に目を向け，子供たちの提案
を弘大研究者がその子供たちと一緒になって研究体験をするというもので
す。大人になるといつの間にか忘れ去っていく純粋な気持ちをすくい上げ，
無限の可能性を伸ばしたいと思っています。そして何よりも弘大に親しみを
もってもらうことが一番の願いです。

応募資格

　青森県内の小学校，中学校，高等学校，特別
支援学校で各個人，又は各団体（クラス，クラ
ブ，又はその他のグループ単位）ごとに１テー
マの応募を受け付けます。ただし，同一人の複
数応募は認めません。

●応募から研究発表までのフロー図

募　集
テーマ

　何でも自由です。

賞の授与
　発展性，意外性，独創性があると認められた
テーマに「科学者発見プロジェクトテーマ賞」
を授与して，弘前大学ホームページで紹介しま
す。

事業の趣旨・目的

　本事業は，子供たちの物事に対する「疑問や興味，アイデア等」を青森県内の小・中・高
生から広く募集し，その提案に基づいた研究テーマを本学研究者と共に体験する双方向的な
ものです。謎を解くことや関心事を探求するプロセスを，本学研究者からの「指導・助言，
共同研究体験，メール通信等」を通じて，大学をより身近に感じ，親しみをもっていただく
ことを期待しています。

募集要項を通知

申込書の受理

研究テーマの予備選考

研究テーマの本選考

科学者発見プロジェクトーマ賞決定・表彰式

共同研究の実施

研究成果の発表

みんなの研究してみたいことを教えて下さい。

共同研究
　体験

　「科学者発見プロジェクトテーマ賞」に選ば
れたテーマについては，本学教員と共同研究体
験ができます。

4
事業の概要　「科学者発見プロジェクト」ってどんなもの？

《しくみ　～募集から共同研究の体験まで～》

　　　事業スローガン
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　第１回研究テーマ募集事業（平成20年度募集）」では，県内の小学校，中学校，高校の児童，
生徒から134件の応募がありました。そのうち，発展性，意外性，独創性に優れていた17件が「科
学者発見プロジェクトテーマ賞」に採択されましたが２人の方が共同研究体験を辞退され，残り
15件が共同研究の体験事業を実施しました。
　また，今回「科学者発見プロジェクトテーマ賞」には選ばれなかったものの，熱意と創意にあ
ふれ，目を見張るものがたくさんありました。共同研究体験の辞退テーマを含み，以下公表につ
いて本人の了解を得ているテーマを紹介します。

木はなぜにおいがあるのか？

赤田　　新（青森市立北中学校 ２年生）

テーマ

薄い影と濃い影があるのはなぜか？

赤田　達哉（青森市立北中学校 ２年生）

テーマ

日光の光で肉は焼けるのか？

阿部　　渉（青森市立北中学校 １年生）

テーマ

いろんな種類の木を燃やす。

阿部　雄太（青森市立北中学校 ２年生）

テーマ

なぜ、銀歯や金歯をつけている人は、アルミホ
イルを食べるとキーン !!となるのか？
あと、金歯と銀歯はどっちが痛いのか？

飯田　桃乃（青森市立北中学校 ２年生）

テーマ

別の種類の花どうしで受粉はできるのか？

阿部　康平（青森市立北中学校 ２年生）

テーマ

日光で目玉焼きが作れるのか？

飯田　滉也（青森市立北中学校 １年生）

テーマ

植物は十分に光を浴びていないと、どうなるの
か？

五十嵐有芽（青森市立北中学校 １年生）

テーマ

《応 募 状 況》

《科学者発見プロジェクトテーマ賞（共同研究体験辞退者）》

《科学者発見プロジェクト参加者一覧》

私の英語力は何歳位？
～日本とイギリスの英語教育の比較～
 和久　綾花（青森県立青森高等学校 ２年生）

微生物の良い作用。

　　　　　　　　川田　悠貴（青森市立北中学校 ２年生）

テーマ テーマ

《中　学　校 》

《 高 等 学 校 》

雨が降る前のにおいは何か？

中山　智文（青森県立三沢高等学校 ２年生）

テーマ

光学迷彩の技術の可能性について。

沼沢　貴史（青森県立三沢高等学校 ２年生）

テーマ

はっきりさせたい「しりとりのルール」

三浦 駿弥，原子　大，和久 創亮（青森市立筒井中学校 ２年生）

テーマ

圧力センサのマッサージへの応用。

金澤 柾也，椎名 理貴，高地 紘大（弘前学院聖愛中学校 ３年生）

テーマ

植物が枯れるのを自動的に防ぐ機械を作りたい。

小山香奈美，北澤 知歩，小林　彩（弘前学院聖愛中学校 ３年生）

テーマ

バイオエタノールのコストを低下させる方法つ
いて。

小金平　雅之（青森県立三沢高等学校 １年生）

テーマ

割れにくいシャボン玉の作り方。

川村　浩平（青森県立三沢高等学校 １年生）

テーマ

野菜ジュースの栄養摂取について。

附田　啓介（青森県立三沢高等学校 １年生）

テーマ

《中　学　校 》

― 五十音順 ―
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どうしてにおいを鼻でかぐのか？

菊地沙也加（青森市立北中学校 １年生）

野球の公式の球は他の動物の皮でできるのか？

櫛引　　陽　（青森市立北中学校 ２年生）

コーラで骨は、溶けるのか？

工藤　幸大（青森市立北中学校 １年生）

なぜ、炭は火にかけるとなくなるのか？

工藤　大河（青森市立北中学校 １年生）

野球ボールのフライとゴロの性質。

工藤　裕太（青森市立北中学校 ２年生）

日光の光で肉は焼けるのか？

工藤　悠斗（青森市立北中学校 １年生）

電池以外で電気は、付くのか？

佐々木亜依（青森市立北中学校 １年生）

えんぴつは、どうして消しゴムで消えるの？
消しゴム以外で消えるの？

佐々木　郁（青森市立北中学校 １年生）

電子レンジについて（どうして温まるのか？）

工藤　香那弥（青森市立北中学校 １年生）

果物からできる電気。

木浪千早希（青森市立北中学校 １年生）

なぜ空は青いのか？

工藤みずき（青森市立北中学校 ２年生）

星はどうやったらできるのか？

工藤　愛美（青森市立北中学校 ２年生）

どうして変化球はかかるの？（野球）

斉藤　大資（青森市立北中学校 ２年生）

鏡に向かって、リモコンを押して、 テレビはつ
くの？

熊谷　珠莉（青森市立北中学校 １年生）

テーマ テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

一番電気を通しやすい物質は何か？

泉　　　智（青森市立北中学校 １年生）

テーマ

リモネン１ℓで発泡スチロールは何㎏とける？

稲葉　志保（青森市立北中学校 １年生）

テーマ

シャボン玉の作れる限界の大きさについて。

蝦名あすか（青森市立北中学校 ２年生）

テーマ

お茶・コーラの色（茶色）が消える？

蝦名　舞胡（青森市立北中学校 １年生）

テーマ

Ｓ極とＮ極はなぜ２つに分けられているか？

奥谷　真琴（青森市立北中学校 １年生）

テーマ

なぜ人は水に浮かぶのか？

風晴　麻美（青森市立北中学校 ２年生）

テーマ

水滴を落として跳ね上がった滴を一瞬で凍らせ
ることができるか？

川田　大吾（青森市立北中学校 ２年生）

テーマ

炭酸水をふると泡だつのはなぜか？

稲葉　啓太（青森市立北中学校 ２年生）

テーマ

果物は、水に浮くものと、 浮かないものがある
のか？

岩見　勇気（青森市立北中学校 １年生）

テーマ

風船で空を飛べるか？

蝦名　広大（青森市立北中学校 ２年生）

テーマ

反射。

大科　　葵（青森市立北中学校 １年生）

テーマ

雷は人工的に発生させることはできるのか？

葛西　育美（青森市立北中学校 ２年生）

テーマ

日光で温めたお湯でカップラーメンができるか？

加藤　優希（青森市立北中学校 １年生）

テーマ

水はどうして冷たくすると固体になるのか？

川村　瑞希（青森市立北中学校 ２年生）

テーマ
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どうしてボールペンはきれいにかけるのか？

佐藤　香代（青森市立北中学校 １年生）

鳥の卵は人間が温めても産まれるのか？

佐藤　孝樹（青森市立北中学校 １年生）

どうして海は青いのか？

澤田　奈央（青森市立北中学校 ２年生）

アリの巣は、本当にたくさんの部屋があるのか？
また、どうやって作るのか？

澤田　有伽（青森市立北中学校 １年生）

何で影は黒く、影には皆が知らない影はまだあ
るのか？

瀧本　夏美（青森市立北中学校 ２年生）

アリは本当にあまい物を巣の中に運ぶのか？

玉熊　成悟（青森市立北中学校 １年生）

どうして、テレビやゲームのしすぎ、見すぎで
目が悪くなるのか？

佐々木美幸（青森市立北中学校 １年生）

ブラックホールは見えないのか？

佐々木麻尋（青森市立北中学校 ２年生）

電気製品を使わないで、人が一番すずめる方法は
何か？

佐藤　宏信（青森市立北中学校 １年生）

色の三原色、赤・青・緑を使うと何色でもでき
るのか？

佐藤　盛伍（青森市立北中学校 １年生）

雷で発電できないのか？

瀬川　広大（青森市立北中学校 ２年生）

なぜ宇宙は無重力なのか？

品川　公輝（青森市立北中学校 １年生）

流れ星がたくさん流れる日は？そして、普通の
日では見れないのか？

玉熊　真子（青森市立北中学校 ２年生）

太陽や火はなぜ、熱があるのか？

玉熊　敏昴（青森市立北中学校 ２年生）

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

雲にはどのような特徴があるのか？

豊島　美里（青森市立北中学校 ２年生）

虹はどうしてできるのか？

永澤　佑季（青森市立北中学校 ２年生）

微量ずつ人に毒を打って体の中に抗体を作るこ
とができるのか？

長谷　恭太（青森市立北中学校 ２年生）

なぜ「ひまわり」の種はピーナッツの味がする
のか？

名古屋志穂（青森市立北中学校 １年生）

氷に電気を通すと、中はどうなっているのか？

野呂　夏美（青森市立北中学校 １年生）

虫めがねで草は焼けるか？

八幡　修嘉（青森市立北中学校 １年生）

太陽光発電ならぬ月光発電。

前田　一平（青森市立北中学校 １年生）

なぜ雑草はどこにでも生えるの？

前田　芹奈（青森市立北中学校 ２年生）

火に電気をとうしたらどうなるのか？

中村　遼大（青森市立北中学校 １年生）

生クリームは、何回くらい泡だてればおいしい
の？

中嶋　仁美（青森市立北中学校 １年生）

蚊の、血に代わる食料はないか？

成田　　涼（青森市立北中学校 １年生）

お湯に電気を通すと、中はどうなるのか？

名古屋怜奈（青森市立北中学校 １年生）

台風の時に雨じゃなくて、雪が降るとどうなる？

福岡　玲美（青森市立北中学校 ２年生）

なぜ、雷が鳴ると音が鳴るのか？

花田　夕佳（青森市立北中学校 ２年生）

テーマ テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ
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テーマ テーマ

星はどのような光の進み方でぼくたちの地球か
ら光って見えるんですか？

三上　　翔（青森市立北中学校 １年生）

早く走れるための体の方法。

三上　季純（青森市立北中学校 ２年生）

生物の誕生。

溝江　俊哉（青森市立北中学校 １年生）

無重力でシャボン玉はどうなるのか？

溝江　悠人（青森市立北中学校 １年生）

水性フェルトペンの色のひみつ。

山口　淳美（青森市立北中学校 １年生）

人工的に雨を降らせることができるのか？

山口　　遙（青森市立北中学校 ２年生）

「静電気」は、電力として使えないのか？

三上　沙織（青森市立北中学校 １年生）

おじぎ草が寝るのはいつか？

前山　生実（青森市立北中学校 ２年生）

気象観測。

溝江　千夏（青森市立北中学校 ２年生）

なぜ影は目などが映らないのか？

溝江　香菜（青森市立北中学校 ２年生）

なぜ月は光を出すのか？

森　　友輔（青森市立北中学校 １年生）

木は、何百年と生きることがありますが、なぜ
こんなに生えていられるの？ 他の木とどこが
違ったりするの？

森内　葉月（青森市立北中学校 ２年生）

炭酸は何日くらいでぬけるのか？

山口　優実（青森市立北中学校 １年生）

昆虫の体内。

吉﨑　一眞（青森市立北中学校 １年生）

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ
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科
学者

発見プ
ロ
ジェクト学長  遠藤正彦

研究・産学連携事業実施専門委員会

協力教員

事務スタッフ

ワーキンググループ

研究・産学連携
担当理事
加藤陽治

理事　加藤陽治

理工学研究科
教授

吉澤　篤

農学生命科学部
教授

佐野輝男

学術情報部
研究推進課長
長内　登

教授 東　　　徹
教授 伊藤　成治
教授 太田　伸也
教授 麓　　信義
教授　　日景　弥生
教授 小山　智史
教授 大島　義晴
講師 齋藤　尚子
講師 森崎真奈美

教授 伊東　　健
教授　　鬼島　　宏
准教授 柿崎　育子
准教授　山田　勝也
助教　　松岡　貴志

教授 齋藤久美子

教授 牧野　英司
教授 深瀬　政秋
准教授 市村　雅一
准教授 川上　　淳
准教授 児玉　安正
准教授 長岐　正彦
准教授 佐川　貢一
助教 鷺坂　将伸
特任教授 岡崎　禎子

教授 鮫島　正純
教授 杉山　修一
教授 橋本　　勝
教授 佐々木長市
教授 石黒　誠一
准教授 浅田　武典
准教授 高田　　晃
准教授 田中　和明
准教授 本多　和茂
准教授 東　　信行
准教授 園木　和典
名誉教授 原田　幸雄

准教授
サワダ ハンナ ジョイ

教授 檜槇　　貢

教授 池田　憲隆

　ユニークで面白いテーマが
多く，読んでいて思わず手を
叩いてしまいました。このプ
ロジェクトを通して科学に触
れることが出来たと思います。
「なぜだろう？」や「創って
みよう」の気持ちを大切にし
て，一人でも多くの方が科学
の道を目指されることを祈っ
ています。

　最初は，応募された研究
テーマと大学で実施可能な研
究内容がマッチングできるか
不安でしたが，各教員の協力
で予想以上の受入と交流がで
きたのではないかと感じてい
ます。来年度も今年度と同じ
ように県内各学校からのたく
さんの応募を期待しています。

　弘前大学として初めての試
みであったので，応募者が多
すぎたら対応が出来るかと心
配し，かといって少なすぎた
らそれも困ると心配し，五里
霧中の船出でした。試行錯誤
しながらここまでたどりつく
ことができました。ありがと
うございました。

事務局
研究推進課研究推進担当（長内登，土岐祐子，高田実希子，高橋智博）
財務管理課旅費担当（會津祐子）
契約課第３契約担当（橋本美佐子　他みなさん）

）
教育学部 総務担当　嘉手苅広一郎

研究協力担当　阿保るり子

医学研究科 研究支援・会計担当　
　中野公雄，高橋陽介 理工学研究科 研究協力担当　成田晶代 農学生命科学部 総務担当　加賀谷育子

研究協力担当　三浦尚子　他みなさん

教授 田 憲授授 池田 隆

人文学部

教教授 東 徹授 東

教育学部

教授 伊東 健

医学研究科

教授 齋藤久美子

保健学研究科

教授 牧野 英司

理工学研究科

教授 鮫島 正純

農学生命科学部

准教授

国際交流センター

貢教授 檜槇

地域共同研究センター

《組 織 紹 介》
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アナウンス

　平成20年度は，平成21年度に弘前大学創立60周年を迎える記念プレ事業として企画された
ものです。今年度の反省点や改善点を踏まえ，よりよい事業とするために工夫をこらし，本
番となる平成21年度科学者発見プロジェクトを実施する予定です。
　平成21年３月　　　弘大60周年記念第２回研究テーマ募集事業
　　　　　　　　　　「科学者発見プロジェクト」募集要項発表
　平成21年５月　　　応募受付
　平成21年６月　　　科学者発見プロジェクトテーマ賞選考
　平成21年７月　　　受賞テーマ発表
　平成21年８月以降　表彰式
　　　　　〃　　　　平成20年度「科学者発見プロジェクト共同研究」体験結果発表会の開催

★科学者発見プロジェクトの応
募者全員に，本事業を記念した
限定グッズを差し上げました。
記念品の中身は弘前大学長を模
したキャラクター入りのペン
ケースに弘前大学のロゴ入り蛍
光ペン，ボールペン，クリアファ
イル等です。

★弘前大学創立60周年を記念し
て，科学者発見プロジェクト事
業が創設されました。本事業が
県内一円の地域の子どもたちに
広く知られ，親しみをもって受
け入れられるよう，その事業を
盛り上げるツールとして，マス
コットキャラクターと記念グッ
ズが誕生しました。

★マスコットキャラクターは，

本学学長である遠藤正彦先生を

モデルとしていますが全体に穏

やかな感じの優しいイメージの

２等身人物になっています。左

胸に付けている名札はイニシア

ルです。

★記念グッズは，予め，子ども
たちにリサーチし，もらったら
嬉しい文房具トップ３を取り上
げ記念グッズとしました。

科学者発見プロジェクトマスコットキャラクター
記念グッズの誕生エピソード

5
《平成２１年度科学者発見プロジェクト事業予定》《平成21年度科学者発見プロジェクト事業予定》

　第１回の科学者発見プロジェクト事業の共同研究体験の集大成として，「共同研究体験結
果発表会」の開催を平成21年８月に予定しています。みなさんの参加をお待ちしております。

《平成20年度科学者発見プロジェクト共同研究体験結果発表会》

《こ ぼ れ 話》

記念品

★

★
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編 集 後 記

　小学低学年の子供たちは，初対面の先生の周りに我先にと集まって目をきら
きら輝かせ質問の嵐。小学高学年から中学生になると，はじめは緊張でこちこ
ちに固まり目は下向き，けれども先生との会話が始まると，いつしか安心の笑
顔に変わっていき，そして高校生になると先生と対等な会話で，どんどん自分
のプランを先生にぶつけていく。
　共同研究の様子は三者三様，本当にいろいろなシーンがありました。年齢や，
研究テーマにより，形態の違いはありますが，取材中，共通していたことは，
共同研究体験中の子供たちはいずれも満足の表情を見せてくれたことです。
また，共同研究を快く引き受けてくれた先生方は，子供たちの希望を受け止め，
一緒に可能性の芽を伸ばそうという心意気が伝わってきました。研究や講義，
会議等忙しいスケジュールを抱えながらこのプロジェクトに協力していただい
ていることから，申し訳ない気持ちで取材を申し込むと，逆に先生方のほうか
ら自分たちも子供たちからエネルギーや刺激をもらうことができていると嬉し
い言葉が返ってきました。
　この冊子は，“ 夢体験集 ”といいます。表紙には，将来を担う子供たちの夢
を弘前大学挙げて大きなバルーンにふくらませて，弘大キャンパスから飛んで
いってほしい。という願いが込められました。これは，地域における“人材育
成と知の創造 ”の拠点たることを使命とする弘前大学の姿勢でもあります。
子供たち，送り出してくれた学校，見守ってくれた保護者，受け止めてくれた
教員，サポートにあたってくれた事務職員，たくさんの方々の協力とその思い
をこの冊子に詰め込みました。
　このプロジェクトの企画・立案から実施まで初めてづくし，試行錯誤の連続
でしたので，不備な点が多々あったかと思います。どうぞご容赦くださいます
ようお願いして，編集後記といたします。最後に関係の皆々さま，本当にあり
がとうございました。

弘前大学学術情報部研究推進課　土岐祐子，高橋智博
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